
第１回ＩＣＴ地域コミュニティ創造部会 事務局資料（抜粋）

● デジタル活用支援員（仮称。以下略。）の活動のあり方（地域の形態や特色、高齢者の状況に応じた活動のあり方の
違いも含む）

● ICT関連の講習会実施者、携帯キャリアショップ店員、ICT関係企業社員等、デジタル活用支援員候補となる人材の
位置づけ

● デジタル活用支援員の募集、支援員の活動に関するサポート、関連の研修・セミナー等の開催等を行うサポート組
織のモデル構築、全国展開

● 高齢者・障害者等からの相談対応に資する、最新のICT機器やサービス等に関する情報ポータルサイトの構築
等

① デジタル活⽤⽀援員（仮称）の仕組みの検討

＜地域＞

（当該地域に居住する）
デジタル活用支援員（仮称）

候補となる人材（例）
○ICT関連の講習会や啓発等を実施している者
○消費者への啓発等を実施している者
○家電に関する知識を有する者
○キャリアショップ店員
○情報通信系企業従業員
○育休取得・育児で離職中の⼥性
○地域住⺠ 等

＜デジタル活用支援員へのサポート＞

（例）
・スマホのトラブル対応
・スマート家電の利用方法相談
・スマートスピーカ等のAI・IoT
機器の活用方法の周知 等

サポート活動（例）

○制度の周知や⽀援員募集の
のＰＲ活動
○⽀援員への研修の実施
○⽀援員の活動費の⽀出
○ポータルサイトによる、ＩＣＴ
関連情報の提供

【デジタル活用支援員の仕組みイメージ】

ポータルサイト
（ＩＣＴに係る最新情報等を掲載）

コーディネーター
（取りまとめ・サポート）
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